
各種技能競技大会の概要

○若者の就業意欲の喚起や円滑な技能継承に資するため、技能五輪全国大会をはじめとする各種技能競技大会を推進している。

技能士2級以上の
技能を有する
23歳以下の技能者

特級･一級及び単一
等級の技能能検定に
合格した技能者

技能グランプリ（2年1回開催）
技能士の技能の一層の向上を図るとともに、その熟練した技能を広く

国民に披露することにより、その地位の向上と技能の振興を図る。

厚生労働省、中央職業能力開発協会、全国技能士連合会

技能五輪全国大会（毎年開催）
青年技能者がその技能レベルの日本一を競うことにより、国内の青年技能
者の水準向上を図り、併せて技能尊重気運の醸成を図る。
 （西暦偶数年は、技能五輪国際大会への予選を兼ねる）

厚生労働省、中央職業能力開発協会

若年者ものづくり競技大会（毎年開催）
技能習得中の者に目標を付与し、技能を向上させることにより、若年者の

就業促進を図り、併せて若年技能者の裾野の拡大を図る。

高校生ものづくりコンテスト（毎年開催）
若年技術・技能労働者の育成を図るために、各高等学校で取り組んでいる

ものづくりの学習効果の発表の場として、技術・技能を競い合う全国的な大会

を実施。

精神障害者
知的障害者
身体障害者
15歳以上の技能者

アビリンピック全国大会（毎年開催）
障害のある方々が日ごろ培った技能を互いに競い合うことにより、その職業
能力の向上を図るとともに企業や社会一般の人々に障害のある方々に対す
る理解と認識を深めてもらいその雇用の促進を図ることを目的としている。

厚生労働省、中央職業能力開発協会

厚生労働省、中央職業能力開発協会

全国工業高等学校長協会

上位入賞者

アビリンピック県大会
（毎年開催）

アビリンピック全国大会の
予選になる種目あり。

20歳以下の就学者
・工業高校生等
・訓練校生

静岡県
ものづくり競技大会

（毎年開催）
上位入賞者は

若年ものづくり競技大会または
高校生ものづくりコンテスト

に推薦

技能五輪国際大会
（2年1回程度開催）

上位入賞者

アビリンピック国際大会
（4年1回程度開催）

上位入賞者


